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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第３区分
【発行日】平成28年6月23日(2016.6.23)

【公開番号】特開2015-122106(P2015-122106A)
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【国際特許分類】
   Ｇ０６Ｋ   7/10     (2006.01)
   Ｇ０７Ｇ   1/12     (2006.01)
   Ｇ０７Ｆ   7/08     (2006.01)
   Ｇ０７Ｆ   7/12     (2006.01)
   Ｇ０６Ｋ   7/015    (2006.01)
   Ｇ０６Ｑ  20/40     (2012.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０６Ｋ    7/10     ２５２　
   Ｇ０７Ｇ    1/12     ３２１Ｐ
   Ｇ０７Ｆ    7/08     　　　Ｒ
   Ｇ０７Ｆ    7/12     　　　Ａ
   Ｇ０６Ｋ    7/015    　　　　
   Ｇ０６Ｋ    7/10     ２３２　
   Ｇ０６Ｑ   20/40     １１０　

【手続補正書】
【提出日】平成28年5月2日(2016.5.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の情報処理部と、
　セキュアな第２の情報処理部と、
　非接触媒体からの情報の読取りが可能な読取りアンテナと、
　前記読取りアンテナが接続される読取り部と、を備え、
　前記読取りアンテナは、前記第１の情報処理部に配置され、
　前記読取り部は、前記第２の情報処理部に配置され、
　前記第１の情報処理部と前記第２の情報処理部とは結合可能に構成される、
　情報処理システム。
【請求項２】
　前記第１の情報処理部はさらに第１の表示部を備え、
　前記読取りアンテナは、前記第１の表示部の周囲を囲んで配置される
　請求項１記載の情報処理システム。
【請求項３】
　第１の情報処理部とセキュアな第２の情報処理部とを備える情報処理システムにおける
情報処理方法であって、
　前記第１の情報処理部と前記第２の情報処理部とは結合可能に構成され、
　前記第１の情報処理部に配置された読取りアンテナによって非接触媒体の読取りが行わ
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れ受信された信号を、前記第１の情報処理部が前記第２の情報処理部に配置された読取り
部へ送信する、
　情報処理方法。
【請求項４】
　前記読取りアンテナによる前記非接触媒体の読取りに先立って、前記第１の情報処理部
が前記セキュアな第２の情報処理部に配置された読取り部を介して、前記読取りアンテナ
前記非接触媒体の読取りが可能な状態とした後、前記非接触媒体の読取りを促す表示を、
前記第１の情報処理部に配置される第１の表示部を用いて行う、請求項３記載の
情報処理方法。
【請求項５】
　前記セキュアな第２の情報処理部に配置された前記読取り部は、前記読取りアンテナに
よって前記非接触媒体の読取りが行われ受信された信号をデコードし暗号化し、その暗号
化信号を前記第１の情報処理部へと送信する、請求項４記載の
情報処理方法。
【請求項６】
　前記第１の情報処理部は、前記セキュアな第２の情報処理部に配置された前記読取り部
から受信した前記暗号化信号を、前記第１の情報処理部および前記第２の情報処理部以外
の外部の装置へと送信する、請求項５記載の
情報処理方法。
【請求項７】
　第１の情報処理部と、セキュアな第２の情報処理部と、前記第１の情報処理部に配置さ
れた読取りアンテナと、前記第２の情報処理部に配置された読取り部と、を備える情報処
理システムに対して、読取りアンテナによって非接触媒体の読取りが行われ受信された信
号を、前記第１の情報処理部を用いて前記読取り部へ送信させ、
　前記第１の情報処理部と前記第２の情報処理部とは結合可能に構成される、前記情報処
理システムの
コンピュータ・プログラム。
【請求項８】
　請求項７記載のコンピュータ・プログラムを記録した記録媒体。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　本発明は、第１の情報処理部と、セキュアな第２の情報処理部と、非接触媒体からの情
報の読取りが可能な読取りアンテナと、前記読取りアンテナが接続される読取り部と、を
備え、前記読取りアンテナは、前記第１の情報処理部に配置され、前記読取り部は、前記
第２の情報処理部に配置され、前記第１の情報処理部と前記第２の情報処理部とは結合可
能に構成される、情報処理システムである。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　本発明は、第１の情報処理部とセキュアな第２の情報処理部とを備える情報処理システ
ムにおける情報処理方法であって、前記第１の情報処理部と前記第２の情報処理部とは結
合可能に構成され、前記第１の情報処理部に配置された読取りアンテナによって非接触媒
体の読取りが行われ受信された信号を、前記第１の情報処理部が前記第２の情報処理部に
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配置された読取り部へ送信する、情報処理方法である。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　本発明は、第１の情報処理部と、セキュアな第２の情報処理部と、前記第１の情報処理
部に配置された読取りアンテナと、前記第２の情報処理部に配置された読取り部と、を備
える情報処理システムに対して、読取りアンテナによって非接触媒体の読取りが行われ受
信された信号を、前記第１の情報処理部を用いて前記読取り部へ送信させ、前記第１の情
報処理部と前記第２の情報処理部とは結合可能に構成される、コンピュータ・プログラム
である。
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